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　　　はじめに

中大兄eq \o(\s\up  6(近江の宮に天の下),\s\do  3(知らしめす天皇))の三山の歌

１３香具山は 畝傍雄男志等 耳梨と 相争ひき 神代より かくにあるらし 

  古も 然にあれこそ うつせみも 嬬を 争ふらしき 

　　高山波　雲根火雄男志等　耳梨与　相諍競伎　神代従　如此尓有良之　

　　　古昔母　然尓有許曾　虚蝉毛　嬬乎相挌良思吉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　萬葉集一三番歌（大和三山歌）は、二句目「畝傍雄男志等」の特に「雄男志」の解釈により歌の意味が大きく異なる。例えば同じ出版社から出されている全集本でも、

・新編…香具山は　畝傍山を雄々しく思って　耳成山と　いさかった…

・旧編…香具山は　畝傍山をいとしいとして　耳成山と　相争った。…

　　　　　　　　　　　（日本古典文学全集６『萬葉集一』小学館　平成六年五月）

こうして新編と旧編で解釈が異なることからもわかるように、三山歌は今もなお解釈が定まらない。

　この論文では、問題となる「雄男志」の解釈を中心に、一三番歌のその他の部分の解釈、歌の背景にあるものや、関連のある一四番歌まで見ていった上で、この三山歌全体の解釈、すなわちこの歌に登場する三山（香具山・畝傍山・耳成山）の性別決定を試みたいと思うのである。

　　

    第一章　「雄男志」以外の語釈及び解釈

 この章では、一三番歌・第二句目「畝火雄男志等」を除いた歌句の語釈及び解釈、反歌である一四番歌の解釈を簡潔にまとめていきたいと思う。

　

第1節 　十三番歌

　

　第四句「雄男志」については第四章で詳しく述べていくが、その他の部分の解釈を固めておくことも重要である。特に性別決定を揺るがしていると考えられる第四句目「相諍競伎」の「諍競」・第一一句目「諍挌良思吉」の「相挌」二つの「あらそふ（あらそひ）」、

第一〇句目の「嬬」を中心に見ていきたいと考える。

・「高山」「雲根火」「耳梨」

　この歌の中心となる通称「大和三山」。現在はそれぞれ「香久山」「畝傍」「耳成」と表記される。この三山の性別をどう定めるかが、一三番歌解釈の鍵といえる。山容及び名づけの由来については第三章第一節に譲る。

・相諍競伎 

　　「き」は話し手の体験した過去のことについていう助動詞。ここは、作者が三山の争

　　いを直接聞いたこととして述べている。（伊藤博『萬葉集釋注一』集英社　平成７年

　　一一月）

· あらそふ（あらそひ）

一三番歌中二回登場する「あらそふ（あらそひ）」は「諍競」「相挌」と用字が異なる。

万葉集中この一三番歌と同じ用字のものは見当たらず、集中一二例確認できた「あらそふ（あらそひ）」はその多くが、

　　・白露尓　荒争金手　咲芽子…（巻⑩2116）

　　（訳）白露に逆らい負けてついに咲いた萩が…

のように、「抵抗する」「逆らう」の意で用いられていた。本来の「争ふ」の意で用いられているものは

· …千沼壮士　菟原壮士の　うつせみの　名乎競争登…命も捨てて　相争尓…（⑲

4211）

※「競争」（あらそふ）＝得ようとして

　「相争」（あらそひ）＝決闘し

のみであった。また、一三番歌に用いられている「あらそふ」に当てられた字、「諍」「競」「相」「挌」それぞれを見てみると、

・「諍」…「『爭ふ』に通ず」とあるように、「争ふ」意。この字が用いられている熟語に　　

　　　　　も「諍気」「諍闘」などある。万葉集中にはこの字は二例しか見られない。

・「競」…「きそう」「争う」の意味あいが最も強いといってよい。「二人が強く言い爭ふ

　　　　　意を表はし、引いて、汎くきそひあらそふ意」とされている。集中には一三例。

・「相」…「したがう」「助ける」「世話する」など互助的な意味あいが強く、「争う」の

　　　　　意には解し難い。集中四五一例。（「相」字については次節で詳しく見る）

・「挌」…「撃つ」「なぐる」の意味あいを持ち、「闘う」の意も含む。集中三例。

　　　　　　　　　（以上東洋学術研究所編『大漢和辞典』大修館書店　昭和六一年七月）

　「相」の字はそれ自身で「争う」の意を持つとは考えにくいが、集中「あらそふ」の例では「相争」（⑩1869・⑲4211）「相競」（②199）のようにいずれも「争う」意を持つ字と結合している。他の「諍」「競」「挌」の三字は言うまでもなく「争う」意味あいの強い字であることが証明された。

　以上から一一句目は「つまを相挌」のであるから、もちろん同性間の争いと見ることができる。ひいては四句目の「諍競」も「あらそふ」意としては集中例の多い「逆らう」「抵抗する」意として、「香具山（女）が耳成（男）に素直に従わなかった」と解するのでなく、

やはり同性間の「争い」とみるのが自然な解釈ではなかろうか。

・神代従　如此尓有良之　古昔母　然尓有許曾（五句目～八句目）

※「如此尓有良之」「然尓有許曾」の訓

　①「かくにあるらし」「しかにあれこそ」

　　紀州本に拠る。『釋注』・新編古典全集本などが採用。

　②「かくなるらし」「しかなれこそ」

　『略解』（加藤千蔭）に拠る。『萬葉集注釋　巻第一』（澤瀉久孝・中央公論社　昭和五　　

　三年二月）が採用。

　澤瀉久孝は『注釋』で、

　　ここは七音のところであるからカクニアルラシ云つたのかとも思ふが、「かくのみに」

　　といふ例はあつても、「かくに云々」といふ例はなく、なじめない感があるので、しひ

　　て七音にせず…訓んでおく。

としているが、意味的に

　・神代からこんなふうであるらしい。いにしえもそんなふうであったからこそ…（『釋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　注』）　　

　・神代の昔からこのやうであるらしい。神代の昔もさうであればこそ…（『注釋』）

というように差異がないので、仮に七音の「かくにあるらし」「しかにあれこそ」を採る。

　

※対句表現

　　（「いにしえも―」は）上の「神代より―」という作者の感想を言いかえ、くりかえし

　　た表現。（『釋注』）

とある。「神代より―」「いにしえも―」は対句表現である。この二句の反復表現が極めて重要な意味を持つとして、佐佐木隆は「高山波雲根火雄男志等」（『上代語の構文と表記』

ひつじ書房　平成八年一二月）の中で、　

　　…（「神代より」以下を歌の後半部として、その）前半部（「神代より～然にあれこそ」

　　でもち出された古伝承の内容とそれにつづく「うつせみも…」が示唆する内容とが密　

　　接に対応するのでなければ、指示語「如此に」「然に」の反復はあまり意味がないこと　　

　　になる…「香具山は…」というかたちで語られる古伝承の主語となっている香具山と、

　　「うつせみも嬬を相挌ふらしき」の主語として作者がイメージしている人物とはおな

　　じ性でなければならないということになる。…「神代」や「古昔」の古伝承の内容と

　　作者が「うつせみも…」といって持ちだしたもめごとの内容とが密接に対応していな

　　ければ、「如此に」と「然に」との二種の指示語による古伝承の提示が歌の文脈を破綻

　　のあるものにしてしまう…

とこのように述べ、この二句の反復が、性別決定にあたって争う二山、香具山・耳成山が同じ性であるべきことを示していることがわかる。

・虚蝉

　ここでは「現世の人」「今の世の人」（『釋注』）の意。「その人間の生きてゐる『現世』『人間世界』の意味を含むに至ったものと思われる」（大野晋「『うつせみ』の語義について」澤瀉『注釋』所収）ともある。「うつせみ」は

・「うつし」…「目の前に」の意。（大野晋）

・「おみ」…「人」の意とみるのが一般。（日本古典文学大系４『萬葉集一』補注。岩波書

　　　　　　店　昭和三二年五月）

を足した「現しおみ」の約とされている。（『釋注』）

・嬬

　ここでの「嬬」は、

　　…萬葉集において「つま」と訓み得る文字は四種あつて、…「夫」は文字通り男性の

　　夫であり、「妻」は何れも今日と同じく女性の妻の意に用ゐられてゐる。しかして、殘

　　る「嬬」「孋」は兩方に用ゐられて居る。（吉永登「三山歌の註釋史を辿る」『萬葉 そ

　　　の異伝発生をめぐって』和泉書院　昭和六一年一〇月）　

とあるように、男女どちらを対象にした場合にも用いられていることがわかる。

　実際、「嬬」の字は万葉集中五〇例に用いられていた。その性別の内訳は以下のようになる。

◎男性（「夫」）の意…七例

· …eq \o\ad(\s\up 9(つまの),嬬之)　eq \o\ad(\s\up 9(おもふとりたつ),念鳥立)（②153）

（訳）夫の君（これは倭姫皇后の歌であるから、天智天皇が「夫」にあたる）がい　　　

　　　つくしんでいらっしゃった鳥が飛び立っているではないの。

· …eq \o\ad(\s\up 9(わがこいを),吾恋)　eq \o\ad(\s\up 9(つまはしれるを),嬬者知遠)…（⑩1998）

　　　（訳）わたしの恋を夫（＝彦星）は知っているのに…

◎女性（「妻」の意のみでなく、「乙女」など婚姻前の女性や、女鹿などの動物に対する比

　喩的な表現も含む）…三六例

· eq \o\ad(\s\up 9(あまおとめ),海感嬬)　eq \o\ad(\s\up 9(たまもとむらし),玉求良之)…（⑥1003）

　　（訳）海人（あま）おとめが真珠をとっているのだろう…

· eq \o\ad(\s\up 9(わがつまのこが),吾嬬乃児我)　夏草乃　eq \o\ad(\s\up 9(おもひしなえて),思志萎而)　eq \o\ad(\s\up 9(なげくらむ),将嘆)…（②138）

（訳）わたしの妻が（夏草の）思いしおれて嘆いていることであろう…

・…猪養山eq \o(\s\up 9(に),尓)　eq \o\ad(\s\up 9(ふすしかの),伏鹿之)　eq \o\ad(\s\up 9(つまよぶこえを),嬬呼音乎)　eq \o\ad(\s\up 9(きくが),聞之)

eq \o\ad(\s\up 9(ともしさ),登門思佐)（⑧1561）　

　　（訳）…妻を呼ぶ声を聞くとうらやましい（作者が自らの想いを雌雄の鹿を見て詠ん

　　　　　だもの）

· その他…七例

　　

　　・eq \o\ad(\s\up 9(わがせこが),吾背子之)　eq \o\ad(\s\up 9(かたみのころも),形見之衣)　eq \o\ad(\s\up 9(つまどいに),嬬問尓)　eq \o\ad(\s\up 9(わがみはさけじ),余身者不離)…（④637）

　　　※「嬬問ひ」＝求婚のしるしとして贈る礼物のことをいう。　

　　・eq \o\ad(\s\up 9(いなみつま),伊奈美嬬)＝地名（⑥942）

